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こ
の
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
感
想
評
論
は
、
大
体
一
九
三
四
年
の
秋
か
ら
一
九
三
五
年
の
春
ご
ろ
ま

で
に
書
か
れ
た
も
の
、
及
び
一
年
ば
か
り
と
ん
で
、
一
九
三
六
年
の
初
夏
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
間
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
文
章
と
し
て
こ
こ
に
収
め
る
べ
き
何
も
の
を
も
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
一
ヵ
年
程
の
期
間
の
生
活

の
経
験
は
、
お
の
ず
か
ら
、
そ
の
後
に
か
か
れ
た
も
の
の
内
容
の
裡
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
私
は
、
小
説
を
書
い
て
ゆ
く
地
力
の
骨
組
み
を
強
く
す
る
意
味
か
ら
も
、
適
当
な
機
会
に
評
論
風
な
仕

事
に
於
い
て
自
分
を
も
っ
と
鍛
煉
し
て
ゆ
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。
は
じ
め
は
随
筆
も
入
る
予
定
で
あ

っ
た
の
で
、
昼
夜
随
筆
と
い
う
題
を
思
い
つ
い
た
の
だ
が
、
急
に
頁
の
都
合
で
随
筆
の
部
分
が
入
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。
題
ば
か
り
に
随
筆
が
つ
い
て
い
て
可
笑
し
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
別
に
こ
れ
ぞ
と
い
う

妙
案
も
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

　
　
　
一
九
三
七
年
三
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
七
年
四
月
〕
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昭
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行

入
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田
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2004

年2

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
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ま
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入
力
、
校
正
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制
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に
あ
た
っ
た
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は
、
ボ
ラ
ン
テ
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の
皆
さ
ん
で
す
。
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